
1 制度の趣旨

従来の通報制度（通称：グリーンホイッスル）を見直し、不適正な事務処理等に気付いたときに、段階に応じて相談提案

出来る窓口を拡大して設けることにより、組織内に相談しやすい風土を醸成し、不適正な事務処理等の早期発見、早期

解決につなげることで、職務適正の確保を図る。

2 制度の概要

職場等における新たな相談提案制度（通称：シグナルフラッグ）
〜相談窓⼝の拡充による不適正事案の未然防⽌と風通しのよい組織づくり〜
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◆良い事例は「部局等コンプ
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更なる改善につなげる。

※内容に応じて「イエローフ

ラッグB・C」の利用を検討す
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業務の改善提案をするとき 職務遂行上、不適正な事務処理等に気付いたとき

【共通事項】

法令等に違反する恐れがある職務上の行為や疑義のあ

る事務処理等

全庁コンプライアンス委員会での共有→各部局での自分ごと化の対応・改善したことを公表

【共通事項】

◆コンプライアンス・行政経営課は事案の内容を整理し、組織内で

情報共有

◆相談内容は原則非公表

◆相談者へは対応結果を報告
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